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市
で
は
、
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
成
人
病
検
診

や
乳
幼
児
の
健
康
診
査
、
ま
た
、
地
域
の
公
民
館
な
ど
で
乳
児
相
談
や
予
防
接
種
な
ど
の
保

健
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
成
人
病
検
診
は
、
現
在
、
住
民
検
診
や
胃
、
子
宮
検
診
を

実
施
。
さ
ら
に
今
年
度
か
ら
は
、
乳
が
ん
検
診
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
日
か
ら
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
健
康
を
守
る
た
め
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
が
ん
な
ど
の
成

人
病
克
服
の
決
め
手
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
。
日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
健
康
管
理
を
心
が
け

症
状
が
な
く
て
も
が
ん
検
診

・
自
覚
症
状
が
な
く
病
気
に
気
づ

い
た
と
き
に
は
、
す
で
に
手
遅
れ

に
な
っ
て
い
る
場
合
が
大
半
で
す
。

健康な体は日ごろの注意から（市内各所で開いている血圧相談、10月2ｉａ城南荘集会所で）

Ａ
Ｊ
ｖ
に
「
が
か
は
人
類
最
後

の
敵
と
い
わ
れ
、
世
界
中
で
が
ん

征
圧
の
た
め
の
懸
命
の
努
力
が
払

わ
れ
て
ぃ
未
了
。
が
ん
の
予
防
法

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
現
段
階
で

は
、
早
期
に
発
見
、
正
し
い
治
原

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
ぶ
ｙ
。

集
団
検
診
で
Ｉ

早
期
発
見
・
早
期
治
療

健
康
診
断
と
し
て
の
集
団
が
ん

検
診
は
、
二
十
数
年
前
に
胃
集
団

▼
対
象
者
・
・
・
昭
和
5
8
年
4
月

1
日
現
在
で
3
0
歳
以
上
の
市
内

に
在
住
の
婦
人
▼
定
員
・
・
・
千
人

（
先
着
順
）
▼
検
診
内
容
・
・
・
問

乳がん検診日程表

宇洽市保｛建医療センター

午≪1時～4時

11／17哨

11／22㈹

11／24哨検診日は、生

理ａ1週間ぐ

らいが直当です．
12／ｌ哨

12／8團

検
診
の
方
法
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
胃
の
集
団
検
診
を
四

十
一
年
か
ら
子
宮
検
診
は
四
十
四

年
か
ら
取
り
組
み
、
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

五
十
七
年
度
の
胃
検
診
に
は
、

エ
八
百
五
十
九
人
が
受
診
。
そ
の

う
ち
二
人
が
胃
が
ん
、
八
十
九
人

が
胃
腸
疾
思
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

同
り
ぞ
子
宮
検
診
で
は
、
受
診

者
五
千
五
百
八
十
九
人
中
、
子
宮

が
ん
が
二
人
、
婦
人
科
疾
患
が
受

診
者
全
体
の
約
四
分
の
一
も
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ぷ
つ
に
集
団
が
ん
検
診
は

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
大
き
な

乳
が
ん
検
診

申
し
込
み
は
は
が
き
で

診
と
医
師
に
よ
る
診
祭
（
視
診
・

触
診
）
▼
費
用
・
：
自
己
負
担
金

三
百
円
▼
日
程
・
・
上
表
▼
問
い

ふ
Ｂ
せ
・
・
・
保
健
予
防
課
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
ま
で
。

自
己
負
担
金
免
除
事
項

次
の
事
項
に
該
当
す
令
ハ
は

自
己
負
担
節
筧
除
さ
れ
康
7
．

①
7
0
歳
以
上
の
人
②
6
5
歳
～

6
9
歳
で
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
人
③
恚
操
護
受
給
の
人

④
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
。

▲京都国体へ向けて設立された宇治市準備委員会

（10月18日、市役所で）

63年京都国体

宇治市準備委員会が設立

六
十
三
年
京
都
国
体
へ
向
け
て
の
、

「
第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会
宇
治
市

準
備
委
員
漁
の
設
立
会
議
と
第
一
回

総
会
を
、
十
月
十
八
日
市
役
所
で
開
催
。

当
日
は
、
同
準
備
委
員
会
の
会
則
を

決
定
し
、
心
一
長
に
は
池
本
正
夫
市
長
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
国
体
で
は
、
宇
治
市
は
水
泳
の

メ
ー
ソ
λ

Ｉ
ル
の
競
技
会
場
に
予
定
。

同
準
備
委
員
会
は
、
同
国
体
が
二
十

一
世
紀
の
健
全
な
市
民
単
活
に
つ
な
が

る
ス
ポ
’
・
夕
活
動
の
基
盤
と
な
る
こ
と

奎
願
い
、
土
（
万
市
民
の
積
極
的
な
参

加
と
成
功
牽
り
さ
し
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
総
意
に
よ
る
国
体
の
実
現
を

目
標
に
今
後
、
各
専
門
分
野
謡
錫
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

249

留
刄
忌
げ
て
い
未
了
。

そ
こ
で
、
こ
の
制
度
宝
ジ
り
に

充
実
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を

す
す
め
る
た
め
、
蚕
菱
か
ら
は

乳
が
ん
検
診
夕
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

が
ん
の
早
期
発
見
は
、
身
近
な

集
団
検
診
の
受
診
が
最
良
で
す
。

と
く
に
主
婦
や
自
営
業
の
人
は

め
ん
ど
ラ
が
ら
す
に
、
集
団
検
診

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

増
え
て
い
る
乳
が
ん

医
学
の
進
歩
で
他
の
疾
病
が
克

1
枚
に
つ
き
Ｉ
人

▼
申
し
込
み
万
法
・
・
・
は
が
き

ｔ
枚
に
つ
い
て
1
人
、
第
1
～

3
希
望
Ｅ
ま
で
明
記
（
記
入
が

表
（
あ
て
先
）

服
さ
れ
、
が
ん
が
死
因
の
第
一
位

に
な
り
ホ
ｎ
だ
。
ま
た
、
そ
の
中

で
も
乳
が
ん
の
増
加
は
い
ち
じ
る

し
ぐ
、
が
ん
9
宛
を
占
め
つ
つ

あ
り
求
了
。
乳
が
ん
が
恐
し
い
の

は
、
他
の
部
位
の
が
ん
よ
旦
｀
移

が
1
弔
す
い
か
ら
で
す
。

乳
が
ん
の
原
因
は
、
明
確
に
は

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
最
近
の

日
本
人
の
妾
殺
式
の
欧
風
化
に

関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

肉
食
が
多
く
な
り
、
体
位
は
向

上
し
て
浙
歪
し
た
が
、
動
物
性
た

ん
白
や
動
物
性
脂
肪
の
摂
取
量
が

不
十
分
な
場
合
や
、
電
話
に
よ

る
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
）
▼
申
し
込
み
期
間
…

1 1
月

1
日
か
ら
定
員
に
達
す
る
ま
で

＾
ｃ
Ｗ
＾
Ｍ
ｌ
ｍ
／
（
ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｉ
ｔ
ｌ
Ｇ
3
．
．
．
ｊ
Ｐ
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
Ｕ
＿

□
宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3

□
国
宇
治
市
役
所

ｍ
保
健
予
防
課
行

コ

乳がん検診申込書

増
え
た
こ
と
が
一
因
と
さ
れ
て
い

ま
ず
。

り
患
年
齢
は
、
四
十
代
が
最
も

多
く
全
体
の
約
三
分
の
刄
占
め

て
い
ま
ず
。
つ
い
で
三
十
代
が
約

五
分
の
Ｉ
、
ま
れ
に
二
十
代
で
も

り
ｍ
ず
る
こ
と
が
あ
り
、
年
齢
が

若
い
ほ
坏
皐
く
進
行
し
ま
ず
。
。

「
ま
だ
若
い
か
ら
」
と
い
う
思

い
込
み
が
、
発
見
か
遅
ら
せ
、
が

ん
を
思
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
ず
。

ま
た
、
既
婚
者
よ
り
未
婚
者
の

り
患
率
が
高
ぐ
、
既
婚
者
で
も
出

人
に
は
1
1
月
1
0
日
ま
で
に
検
診

問
診
票
の
発
送
を
も
っ
て
通
知

（
問
診
票
の
送
付
が
な
い
握
に

は
、
今
回
は
受
診
で
孝
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）
。

第一希望月日

第二希望月日

第三希望月日

住所

氏名（ふりかな）

電話番号

生年月日年齢

※上記の検診科免除項目に該

当される人はその番号を書

いてください。

産
経
験
の
無
い
人
に
、
比
較
的
高

い
り
患
率
が
見
ら
れ
ま
ず
。

≪
Ｘ
Ｑ
に
、
出
産
後
、
授
乳
を
し

て
い
な
い
人
に
も
乳
が
ん
が
で
き

や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

受
け
て
安
心乳

が
ん
検
診

増
え
て
き
て
い
る
乳
が
ん
の
撲

滅
の
カ
ギ
は
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
で
す
。
乳
が
ん
の
診
断
は
、

そ
れ
ほ
ど
難
し
い
も
の
で
は
な
ぐ
、

正
し
い
知
識
か
身
に
つ
け
て
早
期

発
見
に
努
め
れ
ば
、
決
し
て
怖
い

病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
の
よ
シ
フ
入
は
、
特
に
受
診

さ
れ
る
ぷ
舅
勧
め
し
手
。

①
初
潮
が
早
か
っ
た
人
②
禾
婚

か
晩
婚
の
人
③
’
多
石
が
少
な
い

人
④
離
乳
が
早
く
、
人
工
中
絶
の

回
数
が
多
い
人
⑤
乳
が
ん
を
患
っ

た
家
族
聚
持
つ
人

健
康
な
生
活
を
め
ざ
し
て

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

Ｒ
康
対
策
事
業
と
し
て
、
乳
幼
児

に
は
三
ヵ
月
健
診
を
は
じ
め
各
種

の
健
康
診
断
や
予
防
接
種
蔵
成

人
に
は
住
民
検
診
、
血
圧
相
談
や

胃
・
子
宮
検
診
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
本
年
度
か
ら
乳

が
ん
検
診
を
加
え
、
今
眼
も
い
っ

≫
Ｖ
’
Ｍ
1
）
ｆ
ｉ
細
か
な
健
康
対
策
を
と

？
を
い
ま
ず
。

乳がん検査を

実施

は
が
き
の
書
き
か
た

裏

思いやりで高めよう

京都の交通マナー
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江
戸
時
代
の
宇
治
夕
語
る
う

え
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
宇

治
郷
、
白
川
村
、
小
倉
村
な
ど

聖
又
配
し
た
上
林
代
官
と
至
町

時
代
以
降
発
展
を
つ
づ
け
た
宇

治
茶
業
、
そ
れ
に
興
聖
寺
、
万

江
戸
初
期
に
は
隠
元
が
黄
槃
禅

を
日
本
に
伝
え
た
。

禅
宗
は
、
武
士
に
受
け
入
れ

ら
元
大
い
に
隆
盛
す
る
。
特
に

臨
済
禅
は
、
室
町
幕
府
足
利
将

軍
の
信
仰
が
厚
く
、
三
代
義
満

は
宋
の
官
寺
の
制
に
な
ら
い
、

京
都
と
鎌
倉
に
煙
奪
院
五
山

こ
と
は
変
り
ら
な
い
。
淀
藩
主

永
井
尚
政
が
、
牢
治
川
畔
に
興

聖
寺
を
再
建
し
た
の
も
、
あ
る

い
は
万
福
寺
の
建
立
に
際
し
て

武
士
が
大
声
7
寄
与
し
た
の
も

こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。
禅
『

宗
が
日
本
に
伝
え
ら
れ
て
か
ら
、

禅
と
武
士
は
深
い
つ
な
が
ｓ
＼
が

る
京
都
に
近
い
こ
と
、
そ
し
て

交
通
に
便
利
な
地
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
が
考
凡
ら
れ
る
。

こ
の
二
つ
の
寺
院
の
建
立
で
、

宇
治
の
み
な
ら
す
南
山
城
に
与

え
た
社
会
的
・
文
化
的
影
響
は

大
き
い
。
特
に
、
隠
元
が
も
た

ら
し
た
黄
塞
証
、
宇
治
を
中

禅
寺
院
の
建
立

教
の
一
宗
派
で
、
六
世
紀
の
初
ｉ

め
、
僧
達
磨
に
よ
っ
て
イ
ン
ド

か
ら
両
国
に
伝
え
ら
れ
た
。
日

本
へ
は
平
安
時
代
、
す
で
に
中

国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
が
、
本
格
的
に
流
布
し
た

の
は
鎌
倉
時
代
以
降
で
あ
る
。

中
国
に
渡
来
し
た
栄
西
は
臨
済

禅
＊
ｒ
ま
た
道
匹
は
曹
洞
禅
を
、

福
寺
の
禅
寺
院
の
建
立
で
あ
る
。

禅
宗
ａ
、
坐
禅
に
よ
岳
り
の
制
と
高
謳
を
設
置
し
た
。
あ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
る
こ
と
か

を
開
く
こ
と
姦
義
と
す
る
仏
ま
た
、
義
堂
周
信
ら
五
山
の
禅
で
き
な
い
。

教
の
一
宗
派
で
、
六
世
紀
の
初
僧
は
、
法
語
や
恥
を
始
め
と
し
と
こ
ろ
で
、
慶
安
元
年
（
一

一
Ｉ
■
■
Ｉ
Ｉ

て
詩
文
、
日
記
、
随
筆
な
ど
を

著
し
た
。
そ
れ
は
五
山
文
学

と
し
て
室
町
文
化
の
Ｉ
支
柱
に

な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
壇
・

室
町
期
の
文
化
の
中
心
に
な
っ

て
い
っ
た
。

江
戸
時
代
に
な
っ
て
も
、
禅

宗
が
武
士
に
信
仰
が
厚
か
っ
た

郷
土
の
文
化
に
気
軽
に
ふ
れ
て

い
た
だ
こ
う
と
、
教
育
委
員
会
で

は
、
「
宇
治
市
文
化
講
演
会
」
を

開
き
ま
す
。
元
（
か
わ
ら
）
の

語
る
宇
治
と
飛
鳥
の
歴
史
”
と
題

と
こ
ろ
で
、
慶
安
元
年
（
一

六
四
八
年
）
に
ヽ
硯
慧
を

開
基
と
し
て
永
井
尚
政
が
曹
洞

宗
興
聖
寺
を
再
建
し
、
寛
文
元

年
（
一
六
六
一
年
）
に
隠
元
隨

埼
が
万
福
寺
を
建
立
す
る
。
近

世
初
期
、
宇
治
に
二
つ
の
大
き

な
禅
寺
が
相
次
い
で
建
立
さ
れ

た
の
は
、
禅
宗
の
中
心
地
で
あ

探
る
も
の
で
す
。
講
師
は
古
代
史

研
究
で
著
名
な
岡
山
大
学
教
授
の

直
木
孝
次
郎
さ
ん
で
す
。

な
お
、
遺
物
の
展
示
や
記
念
文

鎮
の
領
布
、
冊
子
（
飛
鳥
へ
運
ば

し
、
ａ
育
委
員
糸
嘩
に
調
赴
瓦
）
の
禦
も
行
い
手
。

査
を
行
っ
た
隼
上
島
認
の
調
ｙ
と
き
・
＝
只
3
日
脚
ヽ
午
後

査
結
果
の
概
要
か
ら
、
ス
ラ
イ
ド

か
王
映
し
な
が
ら
古
代
の
郷
土
を

2
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
市

公
民
館
3
階
。
（
社
会
教
育
課
）

3
日
(
祝
)
宇
治
市
公
民
館
で

ト
隼
上
り
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
高
句
麗
系
の
瓦
（
か
わ
ら
）

心
と
し
て
発
達
し
た
も
の
で
あ

り
、
日
本
宗
教
史
上
に
お
い
て

も
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
。

次
回
か
ら
は
、
こ
の
二
つ
の

寺
院
に
つ
い
て
述
べ
て
い
こ
う
。

－
・
－
―
－
・
－

「
宇
治
市
史
年
表
」
発
売
中

弥
生
時
代
か
ら
昭
和
五
十
七
。

年
ま
で
の
、
宇
治
の
歴
史
事
象

を
網
羅
し
た
「
宇
治
市
史
年
表
」

を
発
売
し
て
い
未
了
。
価
格
は

四
千
円
で
、
購
入
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
歴
史
資
料
室
ま
で
お

公民館のおしらせ
0宇治市公ｓ館…宇）ｉ；里尻71の9

（ａ＠2ａｏ4）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑34

のｒ’｛ａＲ8290）

○宇治市小倉公民館…小介町寺内

91（Ｓｃ46Ｓ7）

木
幡
公
民
館
ま
つ
り

（
Ⅱ
・
Ⅲ
部
）

木
幡
公
民
館
で
、
第
1
部
に
引

き
続
き
開
章
孝
ｙ
。

第
Ⅱ
部
（
集
い
）

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
1
3
日
旧
、
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
▼
内
容
…
謡
曲
、

詩
吟
、
日
舞
、
太
極
拳
、
コ
ー
ラ

ス
、
体
操
、
人
形
劇
、
古
武
道
お

よ
び
空
手
の
活
動
発
表
と
子
″
に
石

向
け
ア
ニ
メ
映
画
、
模
擬
店
（
軽

第
1
1
回
宇
治
市
民
絵
画
展
出
品
作
品
募
集

十
二
月
二
日
か
ら
五
日
に
か
け

て
、
宇
治
市
公
民
館
で
、
市
民
絵

画
展
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
絵
画

展
は
、
絵
画
愛
好
家
の
作
品
発
表

の
場
と
し
て
開
か
れ
る
も
の
で
、

宇
治
市
民
絵
画
展
実
行
委
員
会
で

は
、
市
民
か
ら
広
く
作
品
夕
募
集

し
ま
す
。

▼
出
展
で
き
る
作
品
…
日
本
画
、

洋
画
、
水
彩
画
、
版
画
▼
作
品
の

大
き
さ
…
8
号
～
5
0
号
（
額
装
）

▼
出
品
数
・
Ｌ
人
―
点
以
内
▼
出

品
料
・
・
・
千
円
（
2
点
ま
で
）
▼
資

格
・
：
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・

通
学
す
る
人
（
高
校
生
以
上
）
▼

出
品
受
付
・
：
Ｈ
月
1
日
脚
～
1
9
日

由
ま
で
。
出
品
料
か
添
え
て
、
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
豊
⑩
3
．

1
4
1
）
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

越
し
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
送

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
書
籍
代

の
ほ
か
に
郵
送
実
費
五
百
円
を

添
え
て
必
ず
現
金
書
留
で
、
〒

6
1
1
宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3
、
宇
治

市
役
所
歴
史
資
料
室
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
宇
治
市
沢
二
毘
ハ

巻
も
発
売
し
て
い
ま
す
。
第

二
巻
（
中
世
）
の
残
部
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
人
は
、
お
早
目
に
ど
つ
ぞ
。

（
歴
史
資
料
室
）▲鉄心（長崎聖福寺開山）筆に

よる達磨大師像（万福寺蔵）

食
）
も
予
定
。

第
Ⅲ
部
（
各
種
作
品
展
示
）

▼
日
程
と
内
容
・
・
・
左
表
の
と

お
り
（
展
示
作
品
は
、
絵
画
、
書

道
、
俳
句
、
俳
画
、
陶
芸
、
手
芸

な
ど
）
▼
出
品
申
し
込
み
・
λ
‥
‥
一
月

1
0
日
田
ま
で
に
木
幡
公
民
館
へ
。

一
人
一
点
で
す
。

（
木
幡
公
民
館
）

年
賀
状
づ
く
り
教
室

（
木
版
画
）

▼
日
程
・
内
容
…
1
1
一
月
2
4
日
出

＝
オ
リ
ェ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
映
画

―

ｔ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

↓

―

‐

Ｉ

「
彫
る
Ｉ
棟
方
ｆ
ｒ
ｉ
ｌ
ｆ
ｆ
の
搭
ｒ
・

下
嶮
つ
く
り
、
Ｗ
Ｔ
日
出
＝
彫

り
、
Ｃ
Ｍ
月
8
日
閑
9
刷
り
。
い
ず

れ
も
午
後
7
時
～
9
時
▼
と
こ
ろ

・
・
・
宇
治
市
公
民
館
▼
対
象
…
3
日

間
と
も
参
加
で
き
る
市
民
（
小
学

校
5
年
生
以
上
。
小
、
中
学
生
は

保
護
者
同
伴
）
▼
指
導
…
版
画
サ

ー
ク
ル
心
一
員
▼
定
員
・
・
応
人
（
先

着
順
）
▼
材
料
費
・
・
・
二
百
円
▼
申

し
込
み
・
・
・
往
復
は
が
き
に
「
年
賀

拷
つ
く
り
教
室
希
芦
と
明
記
し
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
児
童
生
徒

は
学
年
）
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

Ｕ
ｉ
Ｓ
ｍ
ｉ
ま
で
に
宇
治
市
公
民

館
ま
1
（
宇
治
市
公
民
館
・
宇

治
市
公
民
館
版
画
サ
ー
ク
ル
）

｀
市
民
音
楽
会

出
場
者
募
集

来
年
二
月
五
日
㈲
に
開
く
市
民

音
楽
会
の
出
場
グ
ル
ー
プ
蔵
た

だ
い
ま
募
集
し
て
い
未
丁
。

▼
演
奏
内
容
・
：
コ
ー
ラ
ス
、
器

楽
演
奏
、
軽
音
楽
、
邦
楽
な
ど
▼

対
象
・
・
・
市
民
者
ぽ
市
内
に
勤
務

す
る
人
で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ

や
団
体
▼
申
し
込
み
・
・
・
1
1
月
2
2
日

脚
ま
で
に
、
宇
治
市
公
民
館
へ
。

な
お
、
出
場
者
で
実
行
委
員
会

忿
作
り
、
企
画
運
営
し
て
い
た
だ

章
手
］
。
Ｈ
月
2
6
日
出
に
準
備
会

を
開
き
ま
す
。
（
宇
治
市
公
民
館
）

第
2
回
菊
花
展

▼
と
き
：
ｎ
月
1
2
日
出
、
午
前

9
時
～
午
後
5
時
。
‥
1
1
月
1
3
Ｂ
㈲
、

午
前
9
時
～
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ

・
・
・
小
倉
公
民
館
▼
内
容
・
：
小
菊
盆

栽
、
大
菊
、
懸
が
い
。

―

―

―

―

―

－

1

｜ ゛ ミ ミ ｀ ミ ミ ＝ ミ ミ

木幡公民館まつり第Ｉｌｌ部日程表

催し物 月日 時問

作品

展示

11月19日出

11月20日（日）

午前9時

～午後4時
親子クラフトコーナー

11月20日（Ｂ）

午前ｌＯ時
～正午

午ｍｉ時

～3時
陶芸サークル

実演

模擬店 ｎ月20日（日）
午前ｌｏ時

～午後3時

1
1
1
1
1
自
－第28回ジュニア教室5程表

（
小
倉
公
民
館
）

第
2
8
回
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

繩
文
式
土
器
を
作
ろ
う

▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館
▼
講

師
…
宇
治
市
教
育
委
員
ｍ
Ｍ
教

育
課
職
員
▼
材
料
費
・
・
・
三
百
円
▼

定
員
・
：
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
対
象

・
：
小
学
校
4
年
生
以
上
、
中
学
生

ま
で
▼
申
し
込
み
・
：
材
料
費
ｍ

え
て
小
倉
公
民
館
へ

（
小
倉
公
民
館
）

ジ
ュ
ニ
ア
天
文
教
室

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
程
吊
、
午
後

7
時
～
9
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公

民
館
▼
テ
ー
了
・
「
秋
の
星
摩

「
二
重
星
と
星
雲
」
「
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
黒
い
太
陽
い
▼
講
師
・
・
・
明

星
天
文
館
館
長
、
江
上
賢
三
さ
ん

▼
持
ち
物
・
：
筆
記
用
具
、
懐
中
電

灯
▼
定
員
・
・
・
親
子
5
0
組
（
先
着
順
、

子
ど
も
は
小
学
校
4
～
6
年
生

が
対
象
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
小
倉
公

民
館
へ
、
電
話
も
し
く
は
直
接
来

館
で
。
（
小
倉
公
民
館
）

第
1
0
回

子
ど
も
映
画
会

▼
と
き
・
：
Ｕ
号
日
出
、
午
後

1
時
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
…
小
倉

公
民
館
▼
上
映
Ｅ
ｎ
ｇ
－
ｏ
カ
マ
キ

リ
の
お
じ
ぞ
2
栄
二
1
2
分
ア
ニ

メ
）
つ
に
ん
ぎ
誦

メ
）
つ
鐘
乳
洞
と
叉
の
少
年
た

ち
（
覗
分
児
童
劇
映
画
）
。

な
お
、
幼
児
に
は
、
必
ず
保
護

者
が
同
伴
し
了
ｙ
だ
さ
い
。

（
小
倉
公
民
館
）

とき 内容

11月19日出

午後2時

～4時半

°ａ文式土器とは

（おＩＳ）ｏ粘土で土器づくり

（実習）

12月4日く日）

午前ｓ時半

～午後2時

ｏ土器を焼こう（実習）

12月4日は、弁当を持参してください。

1

1

－

―

‐

－

‐

1
1
－
1
1

11月5日・6日

秋
の
宇
治
市
民
文
化
祭
「
展

示
」
の
部
が
、
宇
治
市
公
民
館
、

宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
牽
甲
心

に
開
か
れ
李
ｙ
。
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

〈
作
品
展
〉

牛
花
、
書
道
、
写
真
、
盆
栽
、

山
草
、
俳
句
、
手
工
芸
、
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
、
陶
芸
そ
の
他
・
：
Ｈ

月
5
日
、
6
日
、
午
前
1
0
時
1

午
後
4
時
、
宇
治
市
公
民
館
と

商
工
会
議
所
で
。

〈
茶
席
〉

煎
茶
席
は
Ｕ
ｒ
ｉ
ｏ
日
、
抹
茶

席
は
6
日
。
い
ず
れ
も
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
、
宇
治
労
働
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
で
。

〈
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
展
〉

1
1
月
5
日
、
6
日
の
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
半
。
手
づ
ぐ
り

お
も
ち
ゃ
教
室
も
開
き
示
7
．

宇
治
商
工
会
議
所
で
。

〈
ち
ぎ
り
絵
教
室
〉

1
1
月
6
日
、
午
後
Ｌ
時
～
3

時
。
采
年
の
え
と
に
ち
な
ん
で

「
ね
ず
み
の
色
紙
」
を
つ
く
り

ま
す
。
実
費
千
円
。
宇
治
市
公

民
館
で
。

（
菊
花
展
〉

1
1
月
1
2
日
ま
で
宇
治
市
公
民

館
駐
車
場
特
設
花
壇
で
。

〈
菊
づ
く
り
講
習
会
〉

Ｈ
月
6
日
、
午
後
Ｌ
時
―
Ｃ
Ｏ

時
、
菊
花
壇
前
『

〈
水
石
・
盆
栽
展
〉

‥
1
1
八
月
5
日
、
6
日
、
｀
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
、
宇
治
市
観
光

セ
ン
タ
ー
で
。

〈
文
化
財
の
無
料
拝
観
〉

左
の
拝
観
券
を
切
り
取
り
、

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

（
社
会
教
育
課
）

11月3日・5日・6日

―無料拝観券―（1枚に付き

、1人1ヵ所です）

平等院庭園

黄桑山万福寺

宝蔵院（鉄眼一切経版木）

文化祭実行委員会

11月3日・5日・6日

―無料拝観券―（1枚に付

き、1人1ヵ所です）

平等院庭園

黄桑山万福寺

宝蔵院（鉄眼一切経版木）

文化祭実行委員会

250

第31回
秋の市民文化祭

第31回
秋の市民文化祭

第31回
秋の市民文化祭

11

11月3日・5日・6日

―無料拝観券―（1枚に付き、1人1ヵ所です）

平等院庭園

黄桑山万福寺

宝蔵院（鉄眼一切経版木）

文化祭実行委員会

かわらの語る宇治と飛鳥の歴史

第31回
秋の

市民文化祭

宇
治
市
史

の
窓

宇治市文化講演会
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全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
は
じ
ま
る

十
一
月
は
全
国
青
少
年
健
全
育

成
強
調
月
間
で
す
。

現
代
の
青
少
年
問
題
は
、
大
人

社
会
の
問
題
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
大
人
社
会
が
乱
れ

る
と
必
ず
子
ご
忿
凭
罰
乱
れ
、

大
人
社
飾
饉
全
で
あ
れ
ば
、
子

ど
も
社
会
も
ま
た
健
全
で
あ
る
と

い
う
因
果
関
係
に
積
つ
く
も
の
で

す
。今

、
大
人
社
会
の
姿
は
、
次
代

を
担
ラ
青
少
年
の
目
に
こ
つ
映
っ

て
い
る
の
で
し
■
Ｈ
．
ｒ
＼
Ａ
°
十
一
月

は
、
青
少
年
の
育
成
月
間
で
す
が
、

▲第1回宇治市「中学生の主張」大会（57年11月）

大
人
社
会
の
健
全
育
成
月
間
で
も

あ
る
こ
と
を
目
覚
し
た
い
も
の
で

す
。
そ
こ
か
ら
、
真
剣
に
連
帯
し

躍
動
す
る
大
人
の
姿
蔵
青
少
年

の
目
と
心
に
刻
み
込
む
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
シ
か
。

「
中
学
生
の
主
張
」

大
会
な
ど
開
催

宇
治
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議

必
一
や
教
育
委
員
心
一
で
は
、
こ
の
期

間
中
、
関
係
団
体
と
協
力
し
て
、

「
中
学
生
の
主
張
」
大
会
を
は
じ

め
次
の
行
事
を
実
施
し
柔
ｙ
。
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い

し
康
司

▼
街
頭
啓
発
・
：
Ｕ
月
6
日
興
午

後
3
時
～
5
暁
市
内
各
所

▼
第
2
回
宇
治
市
『
中
学
生
の
主

張
』
大
命
・
・
Ｕ
Ｒ
日
出
、
午

後
1
時
半
～
4
時
、
木
幡
中
学

校
体
育
館
で

▼
青
少
年
健
全
育
既
協
議
会
創
立

5
周
年
記
念
の
集
い
・
・
・
Ｈ
月
2
0

日
屈
、
午
前
1
0
時
～
午
後
―
時
、

太
陽
が
丘
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

▼
青
少
年
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
宇
治

運
動
…
1
1
月
2
7
日
囲
、
午
前
9

時
半
～
1
1
時
半
、
宇
治
公
園
塔

の
島
と
市
内
6
ヵ
所
で
。

（
青
少
年
対
策
室
）

検
察
診
査
会
と
は

交
通
事
故
、
詐
欺
、
有
じ

な
ど
、
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た

の
に
、
検
察
官
が
犯
人
を
裁
判

に
か
け
て
く
れ
な
い
Ｉ
こ
ん

な
不
満
が
あ
る
人
の
た
め
に
検

察
審
査
会
の
制
度
が
あ
り
未
了
。

ど
ん
な
仕
事
を

検
察
審
査
会
で
は
、
広
ぐ
選

挙
権
の
あ
る
人
の
中
か
ら
選
ば

お
知
ら
せ

暴
力
追
放
と
少
年
非
行
防
止

宇
・
城
・
久
住
民
大
会

地
域
社
会
か
自
劣
夕
遣
放
し
、

平
穏
で
安
全
な
市
民
牛
吝
の
実
現

か
ゐ
ざ
す
と
と
も
に
、
増
加
す
る

少
年
非
行
の
防
止
を
目
的
と
し
て

住
民
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
宇
治
防
犯
協
会
が
主

催
し
、
宇
治
警
察
署
、
宇
治
市
、

城
陽
市
、
久
御
山
町
が
主
唱
し
て

行
£
）
の
で
、
市
民
団
体
を
は
じ

め
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
ホ
ヂ
。
な
お
、
大

会
終
了
後
、
参
加
者
全
員
で
市
内

パ
レ
ー
ド
か
行
い
ま
す
。

▼
と
き
・
・
ｎ
月
1
3
日
閣
、
午
後

1
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
中

学
校
体
育
館
。
（
総
務
課
）

就
学
時
健
康
診
断

1
1
1
1
一
月
8
日
か
ら

市
教
育
委
員
会
で
は
、
十
一
月

八
日
か
ら
就
学
時
健
康
診
断
を
行

い
未
了
。

来
年
四
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学

す
る
の
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月

二
日
か
ら
五
十
三
年
四
月
一
日
ま

で
生
書
れ
た
幼
児
で
す
。
対
象
と

な
る
子
ど
も
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
十
一
月
初
め
に
個
人
通

知
1
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
日
ま
で
に

通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
、
教
育

れ
た
検
察
審
査
員
が
、
一
般
の

市
民
を
代
表
し
て
、
検
察
官
が

事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と

の
よ
し
あ
し
を
慎
重
に
審
査
す

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

審
査
員
の
選
び
方

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

検
察
審
査
会

る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。

審
査
員
は
法
律
の
専
門
知
識

な
芦
2
要
な
く
、
一
般
の
健
全

な
常
識
を
備
え
て
い
れ
ば
十
分

委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
（
学
校
教
育
課
）

第
1
回
宇
治
市
観
光

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

四
季
を
通
じ
た
宇
治
の
表
情
－

ト
季
節
感
あ
ふ
れ
る
風
景
、
行

事
、
風
俗
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

▼
規
格
・
：
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四

つ
切
り
（
新
し
い
作
品
で
単
写
真
、

未
発
表
の
も
の
）
▼
受
付
期
間
・
：

来
年
2
月
1
日
出
Ｉ
2
月
2
5
日
出

▼
応
募
先
・
：
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ

ー
（
豊
⑩
1
3
3
4
）
。
※
応
募
要

領
が
あ
り
未
了
。
（
商
工
観
光
課
）

モ
デ
ル
撮
影
会

秋
の
宇
治
の
風
景
を
バ
″
ク
に

モ
デ
ル
撮
髪
琴
存
い
ま
ず
。

▼
と
き
…
1
1
月
1
3
日
面
、
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
（
雨
天
決
行
）

▼
集
合
場
所
・
：
府
立
宇
治
公
園
中

の
島
（
午
前
1
0
時
）
▼
撮
影
会
場

…
中
の
島
付
近
一
帯
（
午
前
1
0
時

半
～
Ｈ
時
半
）
、
平
等
院
（
午
後

Ｆ
時
～
1
時
）
、
天
ヶ
瀬
ダ
ム
（
午

十
一
月
四
日
に
選
挙
人
名
簿
に

稀
つ
い
て
、
く
じ
で
選
び
ま
す
。

京
都
検
察
審
査
会
で
は
、
管

内
の
市
町
村
か
ら
提
出
さ
れ
た

後
―
時
半
Ｆ
3
時
半
）
、
興
聖
寺

琴
坂
（
午
後
1
時
1
3
時
半
）
▼

モ
デ
ル
・
：
Ｉ
人
（
着
物
、
フ
ア
″

シ
ョ
ン
）
▼
参
加
費
・
：
無
料
。
た

だ
し
平
等
院
の
拝
観
料
は
各
自
負

担
▼
問
ｃ

。
4
ａ
ｃ
ｔ
）
－
ｆ
ｆ
ｌ
工
観
光
課

ま
で
。
（
商
工
観
光
課
）

税
金
な
ん
で
も
相
談

税
金
は
、
私
た
ち
が
豊
か
で
幸

福
な
生
活
か
営
む
た
め
の
大
切
な

財
源
で
す
。
今
月
十
一
日
か
ら
、

「
税
を
知
る
週
間
」
が
始
ま
り
ま

す
。

こ
と
1
七
、
こ
の
週
間
行
事
の

一
つ
と
し
て
、
市
・
府
と
宇
治
税

務
署
が
共
催
し
て
、
税
金
な
ん
で

も
相
談
夕
佇
い
未
了
。

土
地
や
建
物
の
売
買
、
相
続
税

や
贈
与
税
な
ど
に
つ
い
て
知
っ
て

お
き
た
い
税
の
知
識
や
、
国
税
、

地
方
税
な
ど
に
つ
い
て
の
悩
み
ご

と
な
ど
、
な
ん
で
も
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
一
1
1
月
Ｈ
日
圖
、
午
前

槇
島
町
石
橋

山
田
裕
美
ち
ゃ
ん

ゆみちゃんは、あんよがとても

お上手。ママとお外へ散歩するの

が大好きな元気な女の子です。

・この欄に掲載するお子さん（57

年11月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

、
審
査
員
の
候
補
者
名
簿
に
焼
つ

い
て
、
再
び
く
じ
で
審
査
員
を

決
め
ま
す
。

選
ば
れ
た
審
査
員
は
、
老
齢

者
や
学
生
な
ど
法
律
で
認
め
ら

れ
た
場
合
以
外
は
、
辞
退
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
検
察
審
査
員
に
選

ば
れ
た
と
き
は
、
進
ん
で
務
め

を
果
た
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

ｍ
一
時
～
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
商
工
会
議
所
二
階
会
議
室
。

な
お
、
大
阪
合
同
税
理
士
公
一
宇

治
支
部
で
も
無
料
相
談
を
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
Ｈ
月
1
7
日
閑
、
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ
…
ニ

チ
イ
大
久
保
店
。
（
市
民
税
課
）

高
齢
者

″

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
と
き
：
1
1
月
6
日
面
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
花
道
第

二
小
学
校
▼
内
容
・
・
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
健
康
体
操
。
参
加
希
望
者
は

直
接
会
場
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

▼
と
き
・
：
Ｈ
月
6
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
岡
屋
小

学
校
▼
内
容
・
：
体
力
テ
ス
ト
。
参

加
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
。
要
上

靴
。
（
市
民
体
育
課
）

太
陽
が
丘

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
1
2
日
出
、
午
前

の
部
1
9
時
半
～
正
午
、
午
後
の

部
＝
1
時
半
～
4
時
半
▼
集
合
場

所
：
太
陽
が
丘
陸
上
競
技
場
▼
内

容
・
・
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

走
・
跳
の
計
測
、
体
力
と
運
動
能

力
測
定
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な
ど
（
今

回
は
、
テ
ニ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
申
し
込
み
…
当
日
、
受
付
で
▼

参
加
料
・
・
・
一
区
分
大
人
三
百
円
、

高
校
生
以
下
百
五
十
円
▼
問
い
合

わ
せ
・
・
太
陽
が
丘
公
園
セ
ン
タ
ー

業
務
課
（
豊
⑩
7
6
7
8
）
ま
刄

（
市
民
体
育
課
）

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

4
日
か
ら
服
用
。

十
一
月
四
日
か
ら
ポ
リ
オ
生

ワ
ク
チ
ン
の
服
用
が
始
ま
り
ま

す
。
ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）

か
旱
と
忿
寺
る
た
め
、
ポ

リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
タ
飲
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

日
時
、
会
場
、
対
象
な
ど
は

五
十
八
年
度
保
健
予
防
年
間
日

程
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
な

お
。
各
会
場
と
も
車
で
の
ご
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

（
保
健
予
防
課
）

1
1
月
の
献
血

▼
1
0
日
出
、
粟
村
金
属
工
業

Ｅ
＝
午
後
1
時
半
～
3
時
半
。

2
1
日
側
、
府
営
西
大
久
保
団
地

＝
午
前
1
0
時
～
正
午
、
午
後
1

時
～
3
時
半
。
（
保
健
予
防
課
）

犬
・
猫
の
引
き
取
り

▼
Ｈ
月
8
日
㈹
、
木
幡
公
民

分
館
（
木
幡
神
社
）
―
午
後
1
0

時
4
0
分
、
小
倉
公
民
館
＝
午
前

1
0
時
5
0
分
、
旦
椋
公
会
堂
＝
午

回

1
1
1
1
一
時
1
0
分
、
宇
治
保
健
所
＝

午
前
1
1
‥
一
時
2
0
分
。

（
環
境
保
全
課
）

251

市
民
図
書
室

お
は
な
し
会

子
μ
も
た
ち
が
、
お
話
の
世

界
－
未
知
の
想
像
と
冒
険
の
世

界
に
遊
ん
だ
り
、
本
と
親
し
む

集
い
で
す
。

▼
と
き
・
・
ｎ
月
2
日
出
、
午

後
3
時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：

宇
治
市
公
民
館
第
二
和
室
▼
内

9
：
お
は
な
し
、
読
み
聞
か
せ
、

紙
し
ば
い
▼
対
象
・
：
4
歳
か
ら

8
歳
の
子
ど
も
▼
参
加
料
・
：
無

料
▼
問
い
合
わ
せ
…
市
民
図
書

室
（
ａ
⑤
4
0
4
9
）
へ
。

（
市
民
図
書
室
・
絵
本
の
会
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

2
9
日
ｇ

2
4
日
宋

1
7
ｎ
Ｓ

1
6
日
ｇ

巧
日
叫

1
0
日
ｇ

9
日
團

8
日
輿

4
日
吻

日

北
小
倉

黄
粟

南
山

木
幡

岡
屋

東
南
山

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

神
明

奥
広
野

広
野

明
星
町

志
津
川

福
角

南
陵
町

緑
ヶ
原

地
区

4
・
0
6
・
0
1
9
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
0

5
・
0
6
一
〇
1
・
1
～
1
・
0

4
ー
0
4
・
0
ｌ
ｓ
Ｏ
～
1
・
5

1
4
1
1
5
0
～
1
6
‥
1
0

1
3
‥
3
0
1
1
4
‥
2
0

1
4
‥
3
0
～
1
5
‥
5
0

1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
犯

1
4
‥
3
0
～
1
6
‥
犯

1
3
‥
3
0
ー
1
4
‥
1
0

1
5
‥
1
0
～
1
6
‥
狗

4
・
0
4
・
0
―
・
ｏ
～
1
・
5

0
．
0
0
―
．
0
ｌ
ｓ
ー
ー
・
2

4
・
0
5
・
0
1
1
3
～
1
・
3

3
・
0
4
・
0
1
・
3
～
1
・
0

Ｏ
・
0
―
1
0
ｌ
・
Ｏ
～
ｌ
・
Ｏ

4
・
0
5
・
0
―
ｉ
Ｏ
～
ｌ
・
4

4
ー
0
６
・
0
1
・
Ｏ
～
―
・
0

ー
時
間

北
小
介
小
学
校

万
福
寺
駐
車
場

南
山
ロ
ー
タ
リ
ー

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
校

晦
垣
タ
バ
コ
店
前

明
星
保
育
喇
上
ル

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

城
南
荘
児
童
公
園

奥
広
野
入
口

大
久
保
小
学
校

明
星
集
会
所
前

竹
久
商
店
横
広
場

南
部
小
学
校

二
丁
目
公
園
横

緑
ヶ
原
児
童
公
園

駐
車
場
所

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉
Ｈ
月
は
、
毎
週
月
曜
日
と
1

日
脚
、
3
日
脚
、
2
3
日
脚
、
3
0
日
困
で
す
。

宇治市火災共済

24日まで出張受付

た
だ
今
、
十
二
月
一
日
か
ら
開

心
す
る
宇
治
市
火
災
共
済
制
度
の

ｍ
張
受
付
を
十
月
二
十
四
日
か
ら

心
め
て
い
ま
す
。

会
費
は
、
年
順
一
世
帯
に
つ
き

一
口
五
百
円
（
ニ
ロ
限
度
）
。
火

災
に
あ
わ
れ
た
場
合
、
被
害
の
程

度
に
よ
り
、
一
口
に
つ
き
最
高
・

全
焼
で
五
十
万
円
か
ら
、
最
低
・

ふ
ろ
の
空
だ
き
竺
万
円
の
見
舞

金
（
ニ
ロ
の
場
合
は
全
て
倍
数
）

が
受
け
ら
れ
る
市
民
の
共
済
制
度

で
す
。

加
入
で
き
今
人
は
、
市
内
に
居

住
し
、
住
民
登
録
か
外
国
人
登
録

を
し
て
い
る
世
帯
主
で
、
持
家
・

借
家
（
ア
パ
ー
ト
、
社
宅
、
間
借

り
）
を
問
い
ま
せ
ん
。
申
し
込
み

は
、
出
張
受
け
付
け
の
ほ
か
、
市

内
の
郵
便
局
夕
隨
く
金
融
機
関
や
、

市
役
所
交
通
労
政
課
の
窓
口
了
于

軽
に
で
き
ま
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

「宇治市火災共済」出張受付日程表

日 受付会場 受付時間 受付会場 受付時間

Ｕ／ｌ火 南木幡集会所 乍前ｍ時～正午木幡公民館
午後ｌ時半～4時2 水 へ へ 南部福角集会所

4 金 西岡屋会館 午前ｉｏ時～正午大和田公会堂

6 剛 スーバーコーヨー 午前ｌＯ畔～正午■Ｆ佳ｉ時～4時厚生会神明店午前ｌｏ昨－正午午後ｌ時～4時

7 月 喜撰会館
午前ＩＯ時～正午

明星集会所
午ＨＩ時＊・～4Ｉ．Ｓ

8 火 城南荘集会所 開公民分館

9 水 犬 卜 三室戸集会所

10 木 半白集会所 Ｖ－前ｉｏ時～正乍犬 犬
11 金 南ＰＳ集会所乍前ｌＯ時～正午名木西集会所￥憧1時半～4吟

13（日） 大久‾保川番街￥前1Ｏ時～正午午後ｌ時－4時ニチイ大久保ショッピングセンター
午前ｉｏ時～正午午後ｌ時～4時

14 ；ｉ伊勢田公民分館

午前ｌＯ時～正￥

犬 犬
15 火 砂田集会所 広野丸山集会所

午ｆｔｌ時半～4時

16 水 広ｌｆ公民分館 広野公民分館

午ｉｔｕ時－3時17 木 旦椋公会堂 旦椋公会堂

18 金 西大久保集会所 西大久保集会所

20（日）西友宇治店 午前ｉｏ時～正午■Ｆ（＊1時～4≫Ｓ平和堂小倉店 午ＢｉｌｌＯ時～正￥午後ｍ時～4時

21 月 小ｉｒ公尺館

乍前ｉｏ時～正午

堀池集会所
午！ｔｌ≪ｉ・■ｆ～4時

22 火 西小介集会所 西小介集会所 午筏1時～3時

24 木 衆目ｌｌ｜公民分館
紫ヶ丘公民分館

午後1時半～4時

大
人
の
真
剣
な
連
帯
で

保健予防・衛生のお知
らせ

移
動
図
書
館
（
1
1
月
分
）
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1㈹ 交通事故巡回相談所
霞百

午前9時～午後4時ところ宇治市宇治若森

京都府宇治地方振興局内容●交通事故の法律問題

●示啖のしかた●賠償額の算定●訴訟、調停

のしかた●自賠責保険
などの利用、請求のし
13た他。

お問い合わせ宇治地方振興局ｎ⑩2970

ー

－

－

－

－

一

2冰

3Ｒ

4吻
●法律相談（総合福祉会館
13時半～15時半）

5出
●結婚相談（川束集会所13
時～15時）

6⑧

7（月）

●’Ｌ．－配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）

乳児相談（保健医療セン
ター9時半～11時）

●年金相談（総合福祉会館
10時～12時）8火

ｘ顛甲眼源秤垠丿

★とき

日曜日を除く平日の午前9時半

～午後4時半（土曜日は正午まで）

★ところ

（社）日本損害保険協会

京都自動車保険

請求相談センター

京都市下京区鳥丸通七条下ル

東塩小路町735ー5日本生命京

都駅前ピル6階京都調査事務

所内

★電話での御相談は

（075）343－3041へこＪ

ー

－

ー

－

－

－

－

一

9俐

血圧相談（小倉公民館9
時半～11時）移動消費生活相談（束木

幡集会所1Ｏ時～15時）

ｌＯ困

●法律相談（総合福祉会館

13時半～15時半）人権相談（市民会館10時

～15時）

Ｉｉｆｉ
血圧相談（木幡公民館9
時半～11時）

12出
●結婚相談（川束集会所13
時～15時）

青少年問題の悩みなど廠大

13⑨

14（月）
●’ｉ＞配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）

乳児相談（木幡公民館9
時半～11時）

宇治こころの電話
ブ0774－24－0800

日曜・祝日除く毎日午前9時～午後6時に受け付け。

（電話番号はお間違いのないように．／）

15火

16困
精神薄弱者相談ｍ．合福
鳥ト八略霖＾＾日ｉ～ｉｆｉＲ＆ｌ

市役所清掃事務所

　TEL223141番

木幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノｌｌ／ｌ17内．赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山

畑、国鉄以東の正中・東中）

六地蔵（全域）木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

218中村、南山畑．南山、南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木幡（熊小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西川

原、壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、西319浦、新開、平野、折坂、福角、－・二・三番

割、国鉄以西の芝ノ東）蒐道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田．一里塚、戸ノ内、京大宿舎）

421菟道（平町を除く全域）明星町（全域）

志津川（全域）宇洽（山本、乙方、東内、又振山田）

宇洽（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番、

522池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）白川（全域）

折居台（全域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）

723神明（全域）宇治（蛇塚、大谷、野神一部）

琵琶台（全域）広野町（小根尾一部）

開町（国道筋を除く全域）

824広野町（小根尾．大開、尖山．宮谷、中島、丸山）西大久保府営住宅（1～20棟）

広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除
く西裏・茶屋裏）

925大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、久保）

西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面．蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ、南山）1028開町（国道筋）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏．派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原日椋平盛井ノ阿南ノロー部）

宇治（半白）

ｕ29小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域．西山）羽拍子町（国道筋）

伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛ＩＳ）

小倉町（南浦．山際、示銀前から南示信前までの市

道筋以南の西浦）1430伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀ｍから南京信前1512／1までの市道筋以北の西浦）

伊勢田町ｍ遊田）

棋島町（全域）16ｌＺ／2小倉町（近鉄以東の新田島）

宇洽（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

す
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら

）

し尿収集日程表 城南衛生管理組合

八幡市八幡沢

ＴＥＬ075－631－5171番

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域
122寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有地、大林一部
224西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部
425福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、Ｌ村、大八木島
526車田一部、平町、一里塚、戸ノ内（椛島飛地）
728車用、丸山出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）
829福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割二番割、三番割一部
930西浦（ｍ鉄以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
1012／1芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつ含ヶ丘）
1112／2南山（Ｂ）、金草原
1212／＾南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部
14北畠、桧尾、平尾．須留
15花揃．赤塚、陣之内（国鉄以東），御園、御蔵山、畑山田、北御園、正中（国鉄以東）、町並一一－部

16北御蔵山（平尾），中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山全域

正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、徳永、柿ノ木町．17一丁目、札ノ辻町、紺屋町

18内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）壇ノ東西浦熊小路南端（国鉄以西）
19大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
21笠取

白川・志津川・ー道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域
930田原、井ノ尻、日椋、平盛、ｍノロ

1012／1北ノ山ヽ山ノ内ヽ上ノ山ヽ大竹ヽ茶屋裏ヽ久保ヽ南ノロ‾部ヽ西裏ヽ寺山（国鉄以西）ヽ寺山（翠平固団地

1112／2寺山ヽ大開‾部．宮谷ヽ尖山‾部ヽ丸山ヽ‾里山（府道以南ヽ市道以東）ヽ中島ヽ石塚（心華寺通り以西）

！212／3東ｍ一里山、桐生谷、開町、石塚（心華寺通り以東ｌ宮北一部
14小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、宮北

15野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶．若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）、壱番一部（宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

16下居、画法、壱番、妙楽、宇文字、里尻（国鉄以南）、塔川
17蓮華、乙方、東内．又振．山田．紅斎、白川、金井戸、山本、荒棋、田中、大ｓ内、妙ｌｉ，、志津川

18森本（国鉄以東）、段ノ上、藪里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋．池山谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

ゴミ減量にご協力ください

●・ゴミの水切りを完全に。ト燃えるゴミの中にガラスや空カンを入れないでください。●新聞や雑誌類はゴミとして出さずに、町内会などでまとめて古紙回収へ。（清掃事務所）

し尿収集の届出を！！

家族や同居人に増減があったり転出転居、浄化槽設置などでし尿収集届出に異動があったときは、市役所清掃事務所へ届出てください。（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域
122老ノ木、久保．西山（国ｉｔ以東）．蓮池

東山、天王．寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、224十一（大川原線以軋国道以東）十六（国道以東）十八（国道以東）

425寺内、西浦
526南堀池（本通以北）、南堀池（本通以南）
728南堀池（大和田巾）堀池

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、829中ノ田、名木、浮面、安田町令域

930中山（近鉄以東）ヽ大谷ヽ西畑ヽ中畑ヽ春日森ヽ―ノ坪ヽ島前ヽ大町、大川原中川原（大川原拉以丙丿石橋（大川原拉以丙ゝ

1012／1中山（近鉄以西）、毛語．若林
1112／2羽拍子町
1212／3蛇塚、弐番（府道以北）、池森、米阪

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台．西山（国道以西）、14神楽田（山中含む）

！5戸ノ内、矢落（国鉄以北）、若森（国鉄以北）、里尻（国鉄以北）、小桜

16東目川、西目川、南落合（0～3の通りまで）
17南落合（4の通り以降～13の通りまで）
18南浦（100～Ｕ0、84～Ｓ、30～33）．大足団地、山際一部
19西浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

山際、半白．薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、21郡．石橋（大川原線以東）

252

17（村
●法律相談（総合福祉会館13時半～15時半）
●高齢者無料職業巡回相談（総合福祉会館10時～15時）
　行政相談（市民相談室10時～16時）

ISi 血圧相談（広野公民分館9時半～ｎ時）

＼9d＾●結婚相談（川東集会所13時～15時）

2肺）

21（月）
●’L－配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）

　幼児相談（保健医療センター13時半～14時半）

22火）

2肪

24困
●

去律相談（総合福祉会館13時半～15時半）
肖費生活相談（商工観光課io時～15時）
奪少年相談（市民会館13時～16時）

25i）
ｆφ二Ｉふ⌒j畠●／｜↓日にル
T＾K／Iμ八TTi匹V’J’｜八心木
会所13時半～16時） 社会福祉協議会の相談（●印）

　1人で悩まず、お気軽にご相談
ください。総合福祉会館（市役所
から南へ200；；）で相談を受けてい

ます。（社会福祉協議会＝総合福
祉会館内雲⑩5650）

●’0配ごと相談（民生児童私貝）
　よろず相談全般。毎週火曜日、

　総合福祉会館で。
●法律相談（弁護士）

　法律問題全般。続合福祉会館で。

●結婚相談（専任相談貝）
　登録・紹介。
●高齢者無料職業相談（京都府社

　協・相談所貝）
　高齢者の求人・求職など。

●年金相談（社会保険労務士）
　キ金全般。

－

ー

ー

－

ー

－

ー

26出
●結婚相談（川東集会所13

　時～15時）

27⑨

28（月）
●心配ごと相談（総合福祉

　会館13時～15時）

29陶

30｛＊）

12月
1俐

●法律相談（総合福祉会館

　13時半～15時半）

2（i
ー・

もえないゴミ収集日程表

相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

1
1
月
分

口
こ
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ほ
か
。
市
政
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談
二
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生
活
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市
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所
市
民
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室
で
。
。
消
費
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情
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は
商
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光

　
課
で
、
教
育
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談
は
教
育
委
貝
会
で
、
日
曜
日
を
。

～
除
く
毎
日
受
付
家
庭
児
童
相
談
は
月
Ｉ
金
曜
日

～
の
1
0
時
1
1
6
時
に
隻
積
襲
兪
三
階
の
家
庭
児

玉
案
相
談
室
（
昔
⑩
8
6
9
8
ｙ
で
。
高
齢
者
職
業

～
相
談
は
毎
週
火
‘
金
曜
日
の
9
時
～
1
6
時
に
総
合
『

’
福
祉
会
館
二
階
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
酋
⑩
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一
6
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）
．
Ｉ
で
職
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介
（
無
料
）
、
を
行
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素
Ｔ
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